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能〈
源
氏
供
養
〉の
シ
テ
紫
式
部
は
、
自
ら
が
石
山

寺
の
観
音
の
化
身
で
あ
る
と
最
後
に
明
か
し
、「
夢

の
世
と
人
に
知
ら
せ
ん
御
方
便
」
と
し
て『
源
氏
物

語
』を
執
筆
し
た
の
だ
、
と
告
げ
る
。
一
方
、
能〈
邯

鄲
〉の
シ
テ
蘆
生
は
、「
五
十
年
の
歓
楽
」も「
一
炊
の

夢
」の
う
ち
の
出
来
事
と
い
う
奇
異
な
体
験
を
通
じ
、

「
夢
の
世
ぞ
と
悟
り
得
て
」、
国
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
二
曲
は
共
に
、「
夢
の
世
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す

る
点
で
、
互
い
に
響
き
合
う
も
の
が
あ
る
が
、
両
曲

は
ま
た
、
上
演
記
録
の
初
見
が
同
年
同
月
同
日
の
催

し
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
寛
正
五
年（
一
四
六
四
）四
月
四
日
、
観

世
音
阿
弥
・
又
三
郎
政
盛
の
父
子
に
よ
る
糺
河
原
勧

進
猿
楽
の
初
日
の
四
番
目
と
五
番
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ

〈
邯
鄲
〉〈
源
氏
供
養
〉が
続
け
て
演
じ
ら
れ
て
い
る

の
が
、
両
曲
の
上
演
が
確
認
で
き
る
最
初
の
記
録
な

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
、
室
町
～
安
土
桃
山
時
代
を
通
じ
て

〈
邯
鄲
〉と〈
源
氏
供
養
〉は
た
び
た
び
同
日
に
上
演
さ

れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
豊
臣
秀

吉
の
時
代
に
、
こ
の
二
曲
を
同
時
上
演
し
た
例
が

集
中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）四
月
十
日
の
聚
楽
第
で
の
太
閤
豊
臣
秀

吉
御
成
能
、
同
年
五
月
二
十
四
日
の
伏
見
城
で
の
御

能
な
ど
が
そ
れ
で
、
両
曲
の
シ
テ
を
勤
め
た
の
は
、

と
も
に「
太
閤
様
」す
な
わ
ち
豊
臣
秀
吉
そ
の
人
で
あ

っ
た
。

　

天
野
文
雄
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
が
演
じ
た

能
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
現
行
曲
に
限
定
す
れ
ば

二
十
二
曲（『
能
に
憑
か
れ
た
権
力
者
』、
平
成
九
年
、

講
談
社
）。
こ
の
う
ち
、
秀
吉
が
最
も
頻
繁
に
舞
っ

た
能
が
、
他
な
ら
ぬ〈
源
氏
供
養
〉で
あ
り
、
そ
の
上

演
回
数
は
三
年
間
で
実
に
七
回
に
達
し
て
い
る
。
一

方
、〈
邯
鄲
〉の
上
演
回
数
は
三
回
に
と
ど
ま
る
が
、

文
禄
四
年
五
月
、
伏
見
城
で
秀
吉
が
同
曲
を
演
じ
た

際
、
本
願
寺
の
坊
官
下
間
少
進
か
ら
そ
の
出
来
を
褒

め
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が『
能
之
留
帳
』に
見

え
る
か
ら
、〈
邯
鄲
〉も
ま
た
、
秀
吉
の
得
意
曲
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
秀
吉
が
こ
れ
ら
の
曲
を

と
り
わ
け
好
ん
だ
理
由
が
、「
夢
の
世
」と
い
う
両
曲

の
主
題
に
因
む
も
の
で
あ
っ
た
の
か
否
か
は
元
よ
り

定
か
で
な
い
が
、
秀
吉
の
旧
主
の
織
田
信
長
が
、
幸

若
舞「
敦
盛
」の「
人
間
五
十
年
、
下
天
の
内
を
く
ら

ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
ご
と
く
な
り
」を
愛
誦
し
た
と
の

逸
話
が
示
す
よ
う
に
、
人
間
世
界
の
営
み
を「
夢
の

世
」の
出
来
事
と
捉
え
る
考
え
方
は
、
戦
国
武
将
に

と
っ
て
非
常
に
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま

た
、
秀
吉
の
辞
世
と
し
て
伝
わ
る「
露
と
落
ち
露
と

消
え
に
し
我
が
身
か
な
難
波
の
こ
と
も
夢
の
ま
た

夢
」と
い
う
和
歌
と
も
繋
が
る
世
界
観
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
は
さ
て
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
秀

吉
に
能
の
手
解
き
を
し
た
暮
松
新
九
郎
と
い
う
人
物

に
つ
い
て
で
あ
る
。
暮
松
新
九
郎
に
関
し
て
は
、
離

宮
八
幡
の
神
人
の
出
身
ら
し
い
こ
と
、
秀
吉
の
能
指

南
役
と
し
て
活
躍
し
、
秀
吉
主
催
の
演
能
に
し
ば
し

ば
出
演
し
た
ほ
か
、
大
和
猿
楽
四
座
を
統
括
す
る
よ

う
な
立
場
に
も
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
履
歴
は
い
ず
れ
も
断
片
的
で
、
彼
の
生

涯
を
め
ぐ
っ
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
と
に
暮
松
の
晩
年
の
動
向
に
関
し
て
は

同
時
代
資
料
が
皆
無
に
近
く
、
わ
ず
か
に
寛
永
十
八

年（
一
六
四
一
）の
刊
本
が
備
わ
る『
北
条
五
代
記
』や

江
戸
中
期
の『
落
穂
集
』に
、
子
細
あ
っ
て
暮
松
が
上

方
か
ら
江
戸
に
下
り
、
神
田
明
神
の
神
事
能
大
夫
と

な
っ
た
経
緯
が
簡
略
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
信
憑
性
を
検
証
す
る
具
体

的
な
資
料
は
、
何
一
つ
残
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

な
の
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
近
年
、
暮
松
の
晩
年
の
動
向
に
関
わ
る

か
も
知
れ
な
い
一
つ
の
資
料
に
遭
遇
し
た
。
東
北
大

学
附
属
図
書
館
蔵
の
三
春
藩
秋
田
家
文
書
が
、
そ
れ

で
あ
る
。
安
土
桃
山
～
江
戸
前
期
に
出
羽
国
や
常
陸

宍
戸
を
領
し
た
秋
田
城
介
実
季
は
、
下
間
少
進
や
虎

屋
立
巴
ら
に
師
事
し
て
能
の
稽
古
に
励
ん
だ
数
寄
大

名
と
し
て
知
ら
れ
る
。
下
間
少
進
か
ら
相
伝
さ
れ
た

『
童
舞
抄
』に
基
づ
き
、
他
流
の
型
を
も
参
照
し
て
、

実
季
自
ら
編
纂
し
た
大
部
な
型
付
は
、
最
近
、『
秋

田
城
介
型
付
』と
し
て
翻
刻
・
刊
行
が
な
さ
れ
た
が

（
秋
田
城
介
型
付
研
究
会
校
訂『
東
北
大
学
附
属
図
書

館
蔵
秋
田
城
介
型
付
』、
平
成
二
十
七
年
、
法
政
大

学
能
楽
研
究
所
）、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、

同
型
付
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
と
思

し
き
、
様
々
な
能
楽
資
料
の
断
片
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
同
館
が
作
成
し
た
秋
田
家
文
書
目
録
に
、

「
諸
能
大
事
」「
諸
能
大
事
三
十
六
種
」「
諸
能
大
事

五
十
四
種
」「
関（

蘭

拍

子

）

表
紙
乱
之
事
」な
ど
の
書
名
で
挙
が
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っ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
、
そ
の
中
に
は
、
幸
五
郎
次

郎
正
能
の
晩
年
の
困
窮
ぶ
り
を
伝
え
る（
元
和
六
年
）

閏
十
二
月
十
八
日
付
の
秋
田
城
介
宛
書
状
や
、
下
間

少
進
が
城
介
実
季
に
宛
て
た
相
伝
状
な
ど
、
興
味
深

い
資
料
が
少
な
く
な
い
。
こ
と
に
目
を
引
く
の
は
、

慶
長
～
元
和
の
年
記
が
あ
る
膨
大
な
能
の
各
曲
型
付

で
、
そ
の
記
述
内
容
か
ら
、『
秋
田
城
介
型
付
』の
原

資
料
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
虎

屋
立
巴（
観
世
宗
節
弟
子
）か
ら
相
伝
の
型
付
で
、
他

に
も
、「
少
法
相
伝
」（
田
村
）、「
金
春
大
太
夫
仕
舞
付
」

（
鴨
）　

、「
渋
屋
紀
伊
守
相
伝
」（
仏
原
）、「
観
世
太
夫
」

（
遊
行
柳
）、「
勘
太
夫
」（
ろ
う
太
鼓
）、「
日
吉
仕
舞
覚
」

（
海
士
）な
ど
、
流
儀
を
問
わ
ず
、
幅
広
く
資
料
が
集

め
ら
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
同
じ
曲
の
型
付
が

三
、四
点
残
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
中
に「
暮
松
宗
白
」な
る
人

物
の
名
を
記
す
型
付
が
、
い
く
つ
か
含
ま
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、〈
俊
寛
〉の
型
付
に
は
次
の
よ
う

な
奥
書
が
あ
る
。

右
、
宮
王
宗
竹
仕
舞
也
、
暮
松
宗
白
所
ニ
在
之

テ
書
之［
此
ワ
キ
ヲ
昔
宮
王
又
兵
衛
シ
タ
ル
ト

キ
、
或
ハ
小
刀
ニ
テ
モ
綱
ヲ
キ
リ
タ
ル
コ
ト
ア

リ
、
又
ワ
キ
サ
シ
ニ
テ
モ
キ
リ
タ
ル
ト
也
、
少

進
法
印
語
ラ
ル
ヽ
也
、
宗
白
申
也
此
書
之
コ
シ
ラ

ヘ
ハ
、
後
ニ
サ
カ
イ
ニ
テ
宗
竹
分
別
ニ
テ
仕
タ

ル
ト
也
、
又
暮
松
物
語
ハ
、
ト
ウ
シ
ン
ニ
テ
モ

仕
タ
ル
吉
ト
カ
タ
リ
タ
ル
也
］

　

右
の
文
章
は
、
こ
の〈
俊
寛
〉型
付
が
、
暮
松
宗
白
の

も
と
に
あ
っ
た「
宮
王
宗
竹
」の
付
の
写
し
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
宮
王
宗
竹
は
永
正
・
大
永
頃

に
活
躍
し
た
金
春
系
の
能
大
夫
。「
宗
白
」が
語
る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
型
付
に
記
載
の
シ
テ
の
装
束
は
、

宮
王
宗
竹
が
堺
で
同
曲
を
演
じ
た
際
に「
分
別
ニ
テ
仕

タ
ル
」装
束
を
書
き
留
め
た
も
の
と
い
う
。

　

そ
の
他
、「
遊
行
柳　

暮
松
宗
白
」と
端
裏
書
が
あ

る〈
遊
行
柳
〉の
型
付
も
残
さ
れ
て
い
る
。〈
遊
行
柳
〉

は
観
世
方
の
能
で
あ
り
、
こ
の
型
付
の
出
所
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、〈
田
村
〉の
型
付
の
端

裏
書
に
も
、「
古
ほ
う
し
や
う
か
流
之
由
、
宗
白
申

也
」と
あ
る
。
古
宝
生（
宝
生
大
夫
重
勝
）関
係
の
型

付
で
あ
る
こ
と
を「
宗
白
」が
語
っ
た
と
い
う
内
容
の

注
記
で
あ
る
。
更
に
、〈
鵜
羽
〉
の
型
付
に
、「
真
如

の
玉
を
さ
つ
け
給
べ
し
と
云
時
、
ワ
キ
を
見
ル
、
宗

白
、
或
ワ
キ
ノ
方
へ
は
こ
ひ 

つ
く
は
ひ
て
二
つ
あ

ふ
く
」と
あ
る「
宗
白
」も
、
暮
松
宗
白
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
以
上
を
総
合
す
る
な
ら
、
暮
松
宗
白
な
る
人

物
が
、
秋
田
城
介
実
季
と
交
流
の
あ
る
能
役
者
の
一

人
で
あ
っ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
言
え
よ

う
。
こ
と
に
、
暮
松
宗
白
が〈
田
村
〉型
付
に
つ
い
て
、

「
古
ほ
う
し
や
う
か
流
之
由
」と
証
言
し
て
い
る
点
が

注
意
を
惹
く
。
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
は
、
暮
松
宗
白

と
古
宝
生
と
の
何
ら
か
の
接
点
を
暗
示
す
る
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
連
の
型
付
の
う
ち
、

〈
山
姥
〉
型
付
に
付
さ
れ
た
一
枚
物
の
メ
モ
書
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、「
山
祖
母
／
水
又
水
ニ
テ
古
保
昌

働
タ
ル
ヨ
シ
、
宗
伯
物
語
、
常
陸
小
田
ニ
テ
氏
晴
ノ

前
ニ
テ
仕
タ
ル
ト
也
」と
、〈
山
姥
〉の
後
場「
水
又
水
」

の
詞
章
の
後
に
カ
ケ
リ
を
入
れ
る
型
へ
の
言
及
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
カ
ケ
リ
の
型
を「
古
保
昌
」が「
常

陸
小
田
ニ
テ
氏
晴
ノ
前
ニ
テ
」演
じ
た
由
が
、「
宗
伯
」

す
な
わ
ち
暮
松
宗
白
の
談
話
と
し
て
見
え
る
の
で
あ

る
。
古
宝
生
大
夫
は
天
正
三
年（
一
五
七
五
）以
前
の

没
。
右
に「
常
陸
小
田
ニ
テ
氏
晴
ノ
前
」と
あ
る
の
は
、

常
陸
小
田
城
主
小
田
氏
治
の
御
前
で
の
演
能
を
指
す

ら
し
く
、
そ
れ
は
小
田
城
が
落
城
す
る
天
正
元
年
以

前
の
出
来
事
と
思
わ
れ
る
が
、
暮
松
宗
白
が
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
言
え
よ

う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
暮
松
宗
白
こ
そ
が
、
豊
臣

秀
吉
の
能
指
南
役
と
し
て
活
躍
し
た
暮
松
新
九
郎
そ

の
人
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

先
の『
落
穂
集
』に
よ
れ
ば
、
神
田
明
神
の
神
事
能
に

は「
小
田
原
崩
の
役
人
共
」、
す
な
わ
ち
北
条
氏
を
頼

っ
て
小
田
原
に
下
向
し
て
い
た
宝
生
大
夫
の
元
座
衆

が
大
勢
出
演
し
て
い
た
と
い
う
。
暮
松
宗
白
は
そ
の

神
田
明
神
神
事
能
の
役
者
仲
間
か
ら
、
古
宝
生
の
演

技
に
つ
い
て
の
情
報
を
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
暮
松
が
直
接
、
古
宝
生
と
接
す
る

機
会
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
伝
聞
や
書
き
物
を

通
じ
て
、
古
宝
生
の
型
に
関
す
る
知
見
を
得
て
い
た

と
見
た
方
が
自
然
だ
と
考
え
る
。

　

一
時
は
秀
吉
の
寵
愛
を
受
け
て
栄
華
の
極
み
に
あ

っ
た
暮
松
新
九
郎
も
、
そ
の
後
は
、
子
細
あ
っ
て

（
秀
吉
の
勘
気
を
蒙
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）江
戸
下
向

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
神
田
明
神
の
神
事
能
大
夫
と
し

て
晩
年
の
日
々
を
送
っ
た
。
秋
田
城
介
実
季
と
交
流

し
た
の
も
、
そ
の
晩
年
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
が
、
彼
の
人
生
の
浮
沈
を
見
る
時
、
秀
吉
の

辞
世「
難
波
の
こ
と
も
夢
の
ま
た
夢
」は
、
ま
た
暮
松

の
抱
く
感
懐
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。『
落
穂
集
』が
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
暮
松
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く

し
て
没
し
た
ら
し
い
。
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
何
一
つ
具
体
的
な
消
息
が
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
下
っ
て
万
治
二
年（
一
六
五
九
）の
三
春
藩
秋
田

家
の
分
限
帳『
万
治
二
年
御
家
中
給
人
御
物
並
御
切

米
取
惣
帳
』に
、
同
家
の
家
臣
の
一
人
と
し
て「
狂
言

　

呉
松
又
助
」と
見
え
る
の
が
、
暮
松
宗
白
す
な
わ

ち
暮
松
新
九
郎
の
後
裔
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な

い
か
、
と
私
は
踏
ん
で
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
教
授
）


